
特別養護老人ホーム等の入所必要者数の試算について 

 

 

 

１ アンケート調査等の実施 

(1) 特別養護老人ホーム入居希望者アンケート調査について 

①概要 

 調査対象：平成 26 年 4 月 1 日現在、特別養護老人ホームに入居申込している仙台市

民 3,792 人から無作為抽出した 1,500 人 

 実施方法：調査対象者へ調査票を直接送付することにより実施 

 実施時期：発送 26 年 8 月初旬 

 回答期限：平成 26 年 8 月下旬 

 有効回答者数：638 人（42.5％） 

②主な調査項目 

 ａ）施設入所の意向（最も入居したい施設の種類） 

 ｂ）現在の居住場所 

 ｃ）介護者の有無と状況（健康状態） 

 ｄ）要介護度 

 

(2) 施設に対する実態調査について 

①概要 

 調査対象：市内特別養護老人ホーム(51)、介護老人保健施設(27) 

      小規模多機能型(29)、グループホーム(75)、認知症対応型デイサービス(26)、

軽費老人ホーム(17)、有料老人ホーム(54)、サービス付き高齢者住宅(34) 

 実施方法：市内各施設へ調査票を送付することにより実施 

 実施時期：発送 26 年 8 月初旬 

 回答期限：平成 26 年 8 月下旬 

 有効回答数：222 ヵ所（70.9％） 

②主な調査項目 

 ａ）入居者数 

 ｂ）入居者の要介護度、入居前の居住地 

 ｃ）待機者数 

 ｄ）待機者の要介護度、居住地（施設の存する中学校区内か、それ以外か） 

   生活場所（自宅か施設等か）、主な介護者 

 

 

資料２ 



２ 施設等種別ごとの必要者数設定の考え方 

 

  特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、認知症対応型共同生活介護（認知症高齢

者グループホーム）、特定入居者生活介護について、平成 29 年度までの必要者数を、

以下の手順により算出する。 

 

①入所必要者数の算定 

  施設等種別ごとに実入所者および入所希望者（待機者）数を基に、現時点における

必要者数を算定する。 

②平成 29 年度までの必要者数の推移を試算 

  ①で求めた入所必要者数に、要介護認定者数の推移見込（平成 26 年 10 月 1 日か

ら平成 29 年 10 月 1 日まで）を基にした伸び率（1.1590）を掛け、平成 29 年度ま

での必要者数を試算する。 

③他種施設等の開設による影響の反映 

  他種施設等の新規開設による影響を勘案し、②で求めた必要者数を補正する。 

 

 （例）特別養護老人ホーム必要者数の算出（別添フロー図を参照） 

  ①平成 26 年度時点の必要者数の算定 

3 年間の申込者（待機者）合計 6,590 人 

H26.4.1 時点の待機者 3,792 人＋ 

今後 3年間の新規入所申込者（実績か

らの見込）2,798 人 

待機者のうち入所必要者数 1,287 人 優先入所 1,167 人＋特例入所 120 人 

（待機者のうち優先入所必要者数） (1,167 人) 

3 年間の待機者 6,590×48.6％(※1) 

－今後 3年間の退所に伴う入所可能枠

（実績からの見込）2,036 人 

（待機者のうち特例入所必要者数） (120 人) 

要介護 1･2 の待機者 1,035 人×11.6％ 

11.6％は、特養の定員数（3,167 人）
に対する要介護 1･2 の入所者数（368
人）の割合 

平成 26 年度時点の必要者数 674 人 
入所必要者数 1,287 人－ 

5 期計画整備数 613 人 

  ※1 アンケートの回答者（638 人）中、次に該当する者（310 人）の割合 
     特別養護老人ホームを最優先に希望している者のうち 
     ア 要介護 4･5 の者 
     イ 要介護 3 の者のうち、特別養護老人ホームでの介護が必要と認められる者 
    （いずれも、現在特別養護老人ホームに入居している者を除く） 

   

 

 



  ②平成 29 年度までの入所等必要者数の推移を試算 

 伸び率 

（対 H26 年度比） 

待機者のうち 

優先入所、特例入所必要者数 

（補正前） 

平成 29 年度時点 1.1590 781 人 

 

 

  ③他種施設等の開設による影響の反映 

 特別養護老人ホーム 

必要者数 

（補正前） 

施設サービス整備 

による解消数※ 

特別養護老人ホーム 

必要者数 

（補正後） 

平成 29 年度時点 781 人 △97 人 684 人≒680 人 

  ※特定入居生活介護の整備により必要者数の解消を見込むもの 

 

 

３ 平成 26 年度定員数及び平成 29 年度時点必要者数見込み 

 ①平成 26 年度 

定員数 

②平成 29 年度 

必要者数 
②－① 

特別養護老人ホーム 3,780 人分 4,460 人分 680 人分 

介護老人保健施設 3,080 人分 3,410 人分 330 人分 

認知症高齢者グループホーム 1,633 人分 1,990 人分 357 人分 

特定施設入居者生活介護 1,919 人分 2,270 人分 351 人分 

 ※１ 各年度とも、年度末時点の数値 

 ※２ 平成 26 年度定員数は開設準備中の施設分を含む 

 ※３ 特別養護老人ホームの定員数は広域型・地域密着型の合計値 



■第6期計画　特別養護老人ホーム整備必要数　算出フロー■

Ｈ26.4.1時点の待機者 今後3年間の新規入所申込者（実績からの見込）

3,792 人 2,798 人

3年間の申込者（待機者）合計

6,590 人

待機者（要介護3以上）の 今後3年間の退所に伴う

うち優先入所必要者 入所可能枠（実績からの見込）

3,203 人 2,036 人 待機者（要介護3以上）の

（48.6％　※1） うち優先入所必要者

1,167 人

待機者のうち入所が必要な者 差引必要数

1,287 人 674 人

※１　下記アンケートの回答者（638人）中， 待機者（要介護1・2）の － 613 人

　　　次に該当する者（310人）の割合 うち特例入所必要者 5期計画の整備数 3年間の要介護認定者数の伸び率

120人 （※2） 　15.9%を加味

781 人

※２　要介護１・２の待機者数（1,035人）　×　11.6％

　　　〔11.6％は，現在の特養の定員数（3,167人）に対する 〔特定施設入居者生活介護の整備による解消分〕

　　　要介護１・２の特養入所者数（368人）の割合〕 97 人分

〔参　考〕

特別養護老人ホーム入所希望者アンケート

①概要

　○調査対象：平成26年4月1日現在，入所申込をしている仙台市民 整備必要数

　　　　　　　3,792人から無作為抽出した1,500人 684 人 　≒　680人分

　○実施方法：調査対象者へ調査票を直接送付

　○実施時期：平成26年8月

　○有効回答者数：638人（42.5％）

②主な調査項目

　○施設入所の意向（最も入所したい施設の種類）

　○現在の居住場所

　○介護者の有無と状況

　○要介護度

特別養護老人ホームを最優先に希望している者のうち 

ア 要介護４・５の者 

イ 要介護３の者のうち，介護が必要と認められる者 

（いずれも，現在特別養護老人ホームに入居している者を

除く。） 


